
 

諸
橋
副
知
事
答
弁
 

幕
張
メ
ッ
セ
の
機
能
強
化
に
つ
 

き
ま
し
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
 

競
技
会
場
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
競
合
施
設
 

の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、
中
央
エ
ン
ト
ラ
ン
 

ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
、
ト
イ
 

レ
の
洋
式
化
な
ど
が
必
要
と
判
断
し
、
こ
れ
ら
の
費
用
 

と
し
て
十
四
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
一
方
、
電
気
設
備

の
更
新
や
屋
根

・
床
の
張
替
え
な
ど
の
老
朽
化
対
策
 

に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
修
全
体
で
は
今
後
十
五
年
間
で
 

総
額
百
六
十
億
円
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

森
田
知
事
答
弁
 

平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を
契
機
と
し
た
地
域
の
活
性
化

や
中
小
企
業
へ
の
支
援
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
 

農
林
水
産
業
の
競
争
力
強
化
、
津
波
対
策
や
防
犯
ボ
ッ

ク
ス
の
普
及
に
よ
る
防
犯
対
策
の
強
化
、
私
学
助
成
の

県
単
独
補
助
単
価
の
拡
充
や
い
じ
め
・

児
童
虐
待
の
防

止
、
医
師
・

看
護
師
確
保
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整

備
促
進
な
ど
の
事
業
に
予
算
を
重
点
配
分
し
ま
し
た
。
 

 
髙
橋
副
知
事
答
弁
 
近
年
、
多
様
化
す
る
災
害
現
場
 

に
対
応
で
き
る
消
防
職
員
・
団
員
の
育
成
を
図
る
た

め
に
は
、
高
度
で
実
戦
的
な
教
育
訓
練
を
行
う
必
要
が
 

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
消
防
学
校
・
防
災
研
修
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
三
か
 

年
の
継
続
費
約
百
十
九
億
円
を
当
初
予
算
案
に
計
上
 

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
、
 

平
成
三
十
年
度
に
一
部
訓
練
施
設
の
先
行
供
用
を
行
 

い
、
平
成
三
十
一
年
度
に
全
面
供
用
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
 

ル
で
整
備
を
進
め
、
更
な
る
県
民
の
安
全
・

安
心
に
務
 

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
森
田
知
事
答
弁
 
本
県
は
、
人
口
に
対
す
る
医
師
数

が
少
な
い
こ
と
や
、
県
の
調
査
に
よ
る
と
平
成
三
十
七

年
末
に
、
医
師
は
最
大
で
一
一
七
〇
人
不
足
す
る
と
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
医
師
確
保
の
必
要
性
が
高
く
、
ま
た
、
 

新
し
い
医
学
部
が
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
支
援
を
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
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森
田
知
事
答
弁
 
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
の
た
め
 

に
は
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
通
じ
て
、
児
童
虐
待
の
 

リ
ス
ク
を
早
期
発
見
・
逓
減
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
、
児
童
相
談
所
職
員

の
増
員
な
ど
の
体
制
強
化
、
各
種
研
修
に
よ
る
市
町
村

等
の
対
応
力
の
向
上
、
警
察
や
医
療
機
関
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
 

 2月定例県議会では、平成28年度当初予算案、平成27年度補正予算案、各種条例 

案及びその他附帯議案の90議案の審議をしたほか、報告1件でした。 

 なお、平成28年度当初予算案は、「 新 輝け！ちば元気プラン 」の総仕上げの年とし 

て、これまでに積み上げてきた取組の着実な実行と更なる発展により、しっかりとした成果 

をあげるため、次の考え方に立って編成されました。 

 1つ目は、「県内経済の活性化」、「農林水産業の振興と社会基盤づくり」、「くらしの 

  安全・ 安心の確立」、「子ども・子育て世代への支援の充実」、「医療・福祉の充実」、 

 「環境・文化施策の推進」に重点的に予算を配分すること。 

 2つ目は、国の補正予算を積極的に活用し、平成27年度2月補正予算と一体化で 

 切れ目のない予算とし、地方創生の加速化などに取り組むこと。 

 3つ目は、徹底した事務事業の見直しや歳入確保に取り組み、持続可能な財政構造 

 の確立を目指すこと。 

 以上の考えのもとに編成されたものです。 

 また、2月補正予算案においては、国の地方創生加速化交付金を活用した事業など 

を当初予算と一体として事業が実施されます。 

 
諸
橋
副
知
事
答
弁
 
近
年
の
虐
待
対
応
件
数
の
増
 

加
に
伴
い
、
一
時
保
護
を
要
す
る
児
童
も
増
え
る
一
方
、

特
に
、
中
央
及
び
柏
児
童
相
談
所
は
、
老
朽
化
が
進
む

と
と
も
に
、
児
童
一
人
当
た
り
の
居
室
面
積
も
狭
く
、
 

居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 
 

 

 
そ
の
た
め
、
中
央
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
改
善
に
向
け
、
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
と
の

整
合
を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
改
善
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
 

高
度
で
実
戦
的
な
訓
練
施
設
を
 

  2月定例県議会にて一般質問を行う山本義一県議 



ヨッシー君も必ず確認します。

 
髙
橋
副
知
事
答
弁
 
本
県
農
林
水
産
業
へ
の
影
響

額
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
受
け
る
肉
の
等
級
を
、
本
県

の
生
産
状
況
に
置
き
換
え
、
ま
た
、
国
が
影
響
は
な
い

と
見
込
ん
だ
落
花
生
、
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
輸
入
状
況
や
将
来
的
な
輸
入
拡
大
の
見
込
み
な
ど

も
考
慮
し
た
結
果
、
本
県
農
林
水
産
業
へ
の
影
響
額
は
、

平
成
二
十
五
年
の
産
出
額
四
千
五
百
二
億
円
に
対
し
、
 

二
十
八
億
円
か
ら
五
十
六
億
円
の
減
少
を
見
込
ん
だ
 

と
こ
ろ
で
す
。
 

 
諸
橋
副
知
事
答
弁
 
現
在
策
定
し
て
い
る
長
期
施
 

設
整
備
方
針
と
し
て
は
、
５
か
所
の
浄
水
場
や
九
か
所

の
給
水
場
及
び
総
延
長
約
九
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
管
 

路
施
設
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
目
標
使
用
年
数
に
基
づ

く
更
新
・

耐
震
化
や
、
全
浄
水
場
へ
の
高
度
浄
水
処
理

の
導
入
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
 

り
ま
す
。
 

 
な
お
、
東
日
本
大
震
災
時
に
液
状
化
が
発
生
し
、
被

害
が
甚
大
で
あ
っ
た
湾
岸
埋
立
地
域
の
管
路
に
つ
き

ま
し
て
は
、
目
標
使
用
年
数
に
捉
わ
れ
ず
優
先
的
に
更

新
・

耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
事
業
規
模
は
、

当
面
十
年
間
の
更
新
・

整
備
、
維
持
管
理
等
の
費
用
と

し
て
、
約
五
千
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
具
体
的
 

な
事
業
は
、
五
年
毎
に
定
め
る
中
期
経
営
計
画
に
位
置

付
け
て
実
施
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
内
藤
教
育
長
答
弁
 
公
職
選
挙
法
改
正
法
の
成
立
以

降
、
県
立
高
等
学
校
で
は
、
す
で
に
四
十
五
校
が
出
前
授

業
や
模
擬
投
票
等
の
教
育
活
動
を
、
地
域
の
選
挙
管
理
委

員
会
や
大
学
等
の
機
関
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
 

 

森
田
知
事
答
弁
 

二
〇
一
六
大
会
に
つ
い
て
は
、
前
回
、

人
気
の
あ
っ
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
定
員
を
増
や
し
、
初

心
者
で
も
参
加
し
や
す
い
大
会
と
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
外
国
人
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
、
国
際
色
豊
か
な

大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 

 
さ
ら
に
、
東
京
二
〇
二
〇
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
、
今
回
は
車
い
す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
正
式
種
目

と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
内
藤
教
育
長
答
弁
 
多
く
の
参
加
者
を
集
め
る
た
め

に
、
都
内
で
の
ラ
ン
ナ
ー
募
集
イ
ベ
ン
ト
や
各
地
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
で
の
宣
伝
活
動
等
を
通
じ
て
、
周
知
を
図

る
ほ
か
、
今
回
は
、
一
定
の
記
録
を
持
つ
方
を
対
象
と
し

た
「
ア
ス
リ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
枠
」
や
「
外
国
人
ラ
ン
ナ
ー
枠
」、

さ
ら
に
は
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
枠
」
な
ど
を
、
定
員
一
万
七

千
人
の
中
の
「
特
別
枠
」
と
し
て
設
定
し
、
様
々
な
方
が
応

募
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
森
田
知
事
答
弁
 
市
町
村
の
設
置
す
る
防
犯
ボ
ッ
 

ク
ス
が
、
地
域
防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
そ
の
効
果
 

を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
設
置
か
ら
運
営
面
に
至
る
ま
で
、
市
町
 

村
に
対
す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
や
連
携
が
重
要
で
 

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
開
設
後
も
、
市
町
村
と
地
元
警
察
署
が
連
携
 

し
、
地
域
の
防
犯
情
報
の
共
有
化
や
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
と
県
、
県
警
と
の
連
 

絡
会
議
を
設
置
し
、
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
り
効
果
的
な

活
用
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
森
田
幸
典
警
察
本
部
長
答
弁
 
平
成
二
十
七
年
に

お
け
る
電
話
 

詐
欺
の
認
知
件
数
、
被
害
額
が
と
も
に

減
少
し
、
検
挙
人
員
も
過
去
最
高
と
な
る
な
ど
、
捜
査
 

力
を
強
化
し
た
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
電
話
 

詐
欺
の
撲
滅
に
向
け
、
県

警
の
総
力
を
も
っ
て
、
「
だ
ま
さ
れ
た
振
り
作
戦
」
に
よ

る
現
場
検
挙
、
逮
捕
被
疑
者
等
の
突
き
上
げ
捜
査
に
よ

る
上
位
被
疑
者
の
検
挙
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種

端
緒
情
報
を
基
に
、
犯
行
グ
ル
ー
プ
中
枢
被
疑
者
や
犯

行
拠
点
の
割
り
出
し
等
の
捜
査
に
専
従
す
る
捜
査
班

を
本
年
よ
り
新
た
に
設
け
る
な
ど
し
て
、
犯
行
拠
点
の

摘
発
に
重
点
を
置
い
た
検
挙
活
動
を
推
進
し
、
犯
行
グ

ル
 

ー

プ
の
壊
滅
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

 

 

内
藤
教
育
長
答
弁
 

県
教
育
委
員
会
で
は
、
民
主
政

治
の
基
本
で
あ
る
話
合
い
等
の
活
動
を
行
う
よ
う
、
特

に
、
現
三
学
年
に
在
籍
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
卒
業
 

ま
で
に
必
ず
取
組
む
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
 
 

 
ま
た
、
本
年
五
月
に
は
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を
目

的
と
し
て
、
全
て
の
公
立
高
等
学
校
等
か
ら
教
員
の
参

加
を
得
て
、
「『
政
治
的
教
養
を
育
む
教
育
』
基
礎
研
修
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

地元高校生を含め、 

各地で模擬投票を実施 

地域防犯活動の拠点として 

期待される防犯ボックス 

 
内
藤
教
育
長
答
弁
 
本
年
度
は
、
百
六
十
五
名
の
退

職
教
員
等
を
「
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
、
県
内
公
立
小

中
学
校
に
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
授
業
中
や
放
課
後
に
き

め
細
か
な
学
習
支
援
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
学
習
意

欲
の
向
上
や
学
習
習
慣
の
定
着
、
基
礎
学
力
の
底
上
げ

が
進
ん
だ
な
ど
、
多
く
の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー

を

十
五
名
増
員
し
、
県
下
全
市
町
村
を
対
象
に
、
百
八
十
名

を
派
遣
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
 

車いすレースチーバくん 

「誕生」 

 

森
田
知
事
答
弁
 

県
内
の
高
速
道
路
の
う
ち
、
圏
央

道
は
、
昨
年
六
月
の
神
崎
・
大
栄
間
の
開
通
に
よ
り
、

県
内
区
間
の
約
八
割
が
供
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

残
る
大
栄
・
横
芝
間
に
つ
い
て
、
現
在
、
全
線
に
わ
た

り
用
地
取
得
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

 
ま
た
、
外
環
道
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
開
通
に
向

け
、
全
面
的
に
工
事
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
館
山
道
の

四
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度
の
供
用
に
向

け
、
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

白岡菖蒲 IC 

引用先：国土交通省関東地方整備局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

IC 

大栄 

IC 

つくば中央 IC 
境古河 IC 

桶
川
北
本
 

松
尾
横
芝
 

圏央道 
外環道 

大泉JCT 

東名JCT 

(仮称) 

関越道 

常磐道 

成田空港 

東関東道 
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 JCT 平成２９年度 
2017年度 
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開催日：平成28年10月23日（日） 

凡例 

釜利谷 JCT 

平成３２年度 
2020年度 藤沢 IC 


